
「熊本の学び推進プラン」に関する取組 

 

 

 

 

育成を目指す資質・能力を児童・保護者と共有する取組 ～大津町立室小学校～ 

 

  

 

 

  

   

   

   

  

 

  

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【教育活動の定期的な振り返りと更なる充実】実践例 第２章 

重点的に育成を目指す資質・能力を「受け容れる

力」「参画する力」「問う力」「伝える力」「自己管理

力」「見通す力」の六つとし、「室っ子ぐんぐんルー

ブリック表」を作成しました。このルーブリック表

は、カリキュラム・マネジメント・ディレクターを

中心に作成し、県立教育センターの協力を得て内

容を見直しています。 

職員はルーブリック表を週計画簿にしおりとし

て挟んでおり、いつでも確認できるようにしてい

ます。 

また、ルーブリック表は、教室や廊下に掲示し、

児童がルーブリック表を基に自分自身を振り返る

ことができるようにしています。学校だより等で

その状況を紹介し、保護者と共有も図っています。 

［児童生徒が自己評価したルーブリック表］ 

［学校だよりで取組の共有］ 

重点的に育成を目指す資質・能力を児童、保護者、教師で共有し、ルーブリック表に

よって児童自身による自己評価の全体状況を可視化し、さらなる取組につなげている。 


